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御木本真珠尭' ３月7 5 周年
…- - . －守今③ ~ ←←

７月１１日は真珠の誕鑓日

1 8 9 3 零７月１１日御木本幸吉力蒙

真珠養殖に成功してから

7 5 年に抵界の女' 陸の首を真珠で
藍．

飾りたい』という‘幸吉の言葉響おり
ミキモトは

真珠を女‘性に最も愛ざれる

宝石にしあげました

そして

夕尋イヤモンドなどの宝石装身具も

最高級品を豊富にそろえ

名実ともに

世界の宝石店ミキモトとしての

歩みをすすめています

蕊 罰騨蕊

z : 握噌蝉鑑蕊蕊懲…鷺…：鵡蕊蕊
驚騨……噸鰯鶏 蕊癖霞鍵識蕊

鴬蕊震雲霧擬欝譲。穂W 顎溌

唾御木本真珠店
神戸一三の宮一神戸国際会館ＴｅＩ－２２００６２京都＝ミキモトパール京都( 新門誌通り）
大阪支店＝堂島一新犬瞳ルＴｅ１．３５３苧０２４７都毒テル・京都志テル・京都国際裁秀ル

大阪＝阪神・嘉島屋戸極坂屋
本j 苫i 琴東京一銀座４. 霧冒

･暗弾
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同

あわも位も風
たけちきつは
しへろ顔たさ
はだんにいら
てはもぶさ
はだつら
なかた
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ばＩも
さ
ば
に
も
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写
真
は
い
ず
れ
も
松
蔭
女
子
高
校
に
て

己

■１

回魁

二…､“
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Ｉ

W孔毎．

岬

ｄｌ

ｌｌ

呂咋

'１．．判
ド

#職戸

別

‐
神
弓
子
別
Ｉ
デ
ボ
マ
デ
ビ
ス
雲
瞳
壷
婁
ｉ
…
質
曾

‐
・
・
・
ｊ
ノ
ド
ｉ
鞭
刃
豊
隆
儲
詞
、
い
謬
秘
Ｙ
ｉ
１

デ
ビ
イ
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
き
た
女
の
子
。
野
球
の
好
き
な
女
の
子
。
は

に
か
む
顔
の
可
愛
い
女
の
子
。
シ
ア
ト
ル
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
高
校
か
ら
、

交
換
留
学
生
と
し
て
松
蔭
女
子
高
校
へ
。

数
学
が
好
き
、
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
、
フ
ォ
ー
ク
。
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ
が

好
き
と
い
う
デ
ビ
イ
も
、
こ
の
三
月
神
戸
に
着
い
た
時
は
、
二
週
間
程
ホ

ー
ム
シ
ッ
ク
に
か
か
っ
た
と
の
こ
と
。
お
華
、
日
本
舞
踊
と
、
積
極
的
に

日
本
人
の
生
活
様
式
に
溶
け
こ
も
う
と
努
力
し
て
い
る
。

九
州
方
面
へ
の
修
学
旅
行
か
ら
帰
っ
た
ば
か
り
の
彼
女
に
は
全
校
生
が

友
達
で
あ
る
。
〃
デ
ビ
ィ
、
デ
ビ
ィ
ノ
．
〃
の
声
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
か
か
る
。

神
戸
っ
子
の
新
し
い
〃
と
も
だ
ち
〃
を
歓
迎
し
よ
う
。
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夏・クールなタサキパール

圧ｌ崎真珠
本社・神戸市葺合区旗塚通６－９
三宮店・神戸新聞会館秀品店内
パールフアーム神戸・神戸市灘区六甲台町２４
銀座店・東京都中央区銀座西６－５
バールファーム．溜池電停前( ショールーム）
ヒルトン店・東京ヒルトンホテル内
オーダー店・ホテル・ニューオータニ内
札幌店・札幌パークホテル内

…の真珠総縞居纏撫③
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１

星
泥
棒
。
こ
れ
が
マ
ン
ガ
を
画
く
彼
に
贈
る
称
号
だ
。

ｌ
星
を
盗
む
っ
て
夷
に
素
晴
し
い
こ
と
で
す
．
磯
め
な
い
も
の

を
盗
も
う
と
努
力
す
る
。
こ
れ
が
僕
の
マ
ン
ガ
の
テ
ー
マ
で
す
。

ジ
ャ
ズ
喫
茶
の
喧
喋
の
中
で
こ
そ
孤
独
に
な
れ
、
冴
え
た
感
覚
で

イ
メ
ー
ジ
が
湧
い
て
き
ま
す
ね
。

ｌ
現
代
の
学
生
気
質
？
自
己
に
対
す
る
問
い
か
け
が
な
い
で
す

ね
。
僕
の
画
く
マ
ン
ガ
が
そ
の
契
機
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す

言
葉
に
対
す
る
不
信
感
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
追
究
、
自
己
を

表
現
す
る
こ
と
に
よ
る
創
作
活
動
．
す
べ
て
、
マ
ン
ガ
に
生
き
よ

う
と
す
る
岡
田
淳
君
の
情
熱
の
ほ
と
ば
し
り
で
あ
ろ
う
か
。

大
阪
在
住
．
神
戸
大
学
教
育
学
部
四
年
生
。
神
戸
っ
子
に
六
月

号
か
ら
〃
傘
″
シ
リ
ー
ズ
で
マ
ン
ガ
を
連
載
中
。
期
待
さ
れ
る
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
だ
。

一
・
‐
一
一

戸一

二勢，
字＝夢一同

一一再喜戸一屋＝ー電＝
画謬尭←一 一二

コ￥‐■毒邑要一一一

一-－－－謹罰r二

写
真
右
は
、
神
戸
大
学
構
内
に
て
。
夢
を
食
う
摸
さ
な
が
ら

の
岡
田
君
で
あ
る
。

写
真
左
は
暗
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
て
、
彼
の
求
め
る
星

は
、
常
に
彼
の
頭
上
に
輝
い
て
い
る
。

－皇寺

_ 辛＝一

●
急
島
勝
彦

坐詔蓋舗再二一
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☆ ☆☆☆☆ サントリー＜純生＞でスコール〃☆☆☆☆☆☆☆

９
階

すぱ悪臭カイサコトリ■

の
な
ご
や
か
な
ム
ー
ド
で
一
品
料
理
を

（
一
品
料
理
は
盛
り
た
く
さ
ん
に
準
備
し
て
い
ま
す
）
９
階

戸司

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
静
か
に
輝
く

ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
で
ビ
ー
ル
を
飲
む

夏
の
宵
は
最
高
で
す

③
屋
上
ビ
ャ
ガ
ー
デ
ン
ヘ
も
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
ノ
．

の
味
の
多
様
化
時
代
に
最
適
の

北
欧
風
バ
イ
キ
ン
グ
料
理
を

なごやかな一品料理もあります三宮交通ｾ ﾝ ﾀ ｰ ﾋ ﾞ ﾙ 9 階T E L ⑲3 7 0 5 ~ ６
飲みほうだい(ｻ第３豆鞭華亨ﾙ)＋食べほうだい'<北欧風ｳﾞｧｲｷﾝｸﾞ料理>'’200円〈飲食税'20円別〉
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' 齢海 心・蕊無：, 合祷、梁 懲全司
鰹色一鶴

￥‘‘嬢翰練
造
船
神
戸
の
一
一
ユ
ー
フ
エ
ー
ス ”

神戸は海の街である, 、
船の帰る家庭である。進水式は船の誕生。
５月' ７日。輸送革命のトップを行く
フルコンテナ船く箱根丸＞が
三菱重エ神戸造船所で進水式。
わが国初の大型新造リフトオン・リフトオフ型で、
注文主は日本郵船。
摩耶ふ頭、ポートアイランドと
海に向ってコンテナヤードを広げる
神戸の海に浮かぶ日も間近か。
一方、同日川崎重エ業において
潜水調査船くしんかい＞の進水。
海上保安庁の発注で大陸柵調査が目的。
クレーンで吊り下げて; 毎面に降ろすという、
風変わりな光景。
港都神戸でこその海風景であった。

ぷ
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< 今月の店

－一

ワインコーナーＲＥＸ
西元町駅地下街

己■

光 のパイオニアＰ

神 戸日建
建築設計施工店舗改造
神戸市生田区中山手通３丁目
ＰＨＯＮＥ２２－７１７２．６０５２

…_ 蝋…
モトヂツ夢

i誌瀞
本社★神戸市生田区元町６丁目2 6 ⑭4 1 9 6
工場☆神戸市葺合区琴緒町ｌノ' 0 , 8 9 4 7

､ 』

lｉｉ
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インテリア
コンパニオン

』

一帝
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洋酒倶楽部ＬＥＯ
生田東門筋キクヤ電気ビル３Ｆ
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「
書
の
世
界
を
通
じ
て
人
間
形
成
を
」
と
、
進
境
い

ち
ぢ
る
し
い
女
流
書
道
家
望
月
美
佐
さ
ん
が
、
昨
秋
、

書
道
に
入
っ
て
加
年
を
む
か
え
、
門
下
生
を
ふ
く
め

て
〃
鳳
美
社
″
を
結
成
し
た
。

「
４
才
ぐ
ら
い
か
ら
教
え
て
み
た
ど
と
い
う
美
佐

さ
ん
の
門
下
に
は
、
子
供
た
ち
か
ら
、
ミ
セ
ス
、
Ｂ

Ｇ
、
お
嬢
さ
ん
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
商
人
な
ど
巾
広

く
、
約
二
百
人
が
書
に
親
し
ん
で
い
る
。

日
展
を
め
ざ
す
、
徹
夜
の
錬
成
会
。
毎
月
第
三
月

曜
日
に
阪
口
保
教
授
を
迎
え
て
万
葉
の
研
究
会
。
人

間
の
巾
を
広
げ
よ
う
と
、
講
師
に
阪
本
勝
、
津
高
和

一
、
足
立
巻
一
、
陳
舜
臣
さ
ん
な
ど
文
化
人
の
お
話

を
聞
く
会
。
蒙
刻
蒙
書
を
三
月
に
一
度
彫
る
な
ど
、

望
月
さ
ん
の
向
学
心
が
、
門
下
生
に
も
み
な
ぎ
っ
て

い
る
。氷

室
町
の
自
宅
の
二
階
に
集
ま
っ
た
幹
部
の
人
々

は
、
き
さ
く
で
美
人
の
望
月
師
を
か
こ
ん
で
、
和
気

あ
い
あ
い
の
ム
ー
ド
・
「
先
生
ぜ
ん
と
し
な
い
若
々
し

い
人
間
的
な
魅
力
に
、
ひ
き
ず
ら
れ
て
ゆ
き
ま
す
」

と
、
と
も
に
歩
む
鳳
美
社
門
人
の
声
が
き
か
れ
た
。

☆
前
列
左
か
ら
内
藤
叔
斉
。
高
田
君
子
。
中
山
洋
子
。

内
藤
静
代
。
望
月
美
佐
師
。
矢
持
陽
一
・
渡
辺
楚
舟
。

尾
崎
浩
平
。
鹿
田
藤
子
．

後
列
左
か
ら
細
見
敦
子
．
坂
田
節
子
．
三
浦
紫
光
。

志
度
清
昭
。
掘
井
幸
子
。

騒熱i;皇

房
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宇

海のクイーン・パールの輝きがあなたのシックな装いにクールな夏をつくります海のクイーン・パールの輝きがあなたのシックな装いにクールな夏をつくります
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ミ

●
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月
号
目
次
●

こ
れ
は
神
一
戸
を
愛
す
る
人
々
の
手
帖
で
す
。
あ
な
た
の
く
ら
し
に

楽
し
い
夢
を
お
く
る
。
神
戸
を
訪
れ
る
人
々
に
は
や
さ
し
い
道
し
る

べ
、
こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
手
帖
で
す
。

表
紙
Ｉ
小
磯
良
平

１
の
①
８
口
。
○
○
ぐ
関
／
津
高
和
一

３
神
戸
っ
子
．
ｇ
／
撮
影
ｌ
奈
良
勝
彦

①
デ
ポ
ラ
・
デ
ピ
ス
。
②
岡
田
淳

７
コ
ゥ
ベ
・
ス
ナ
ッ
プ
／
造
船
神
戸
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ー
ス

９
あ
る
集
い
／
鳳
美
社

過
わ
た
し
の
意
見
／
菊
地
吉
雄

蛎
随
想
三
題
／
佐
多
岬
の
蝿
・
桝
井
一
夫

船
員
と
趣
味
・
山
口
篤
利

海
・
直
木
太
一
郎

超
あ
る
集
い
・
そ
の
足
あ
と
／
鳳
美
社

哩
随
想
／
海
と
日
本
・
玉
井
操

羽
随
想
／
海
・
赤
尾
兜
子

溺
連
載
随
想
・
詞
Ｃ
Ｏ
翫
岳
ｇ
島
／
少
年
と
金
魚
・
十
河
巌

豹
海
特
集
①
神
戸
っ
子
対
談
／
四
方
田
耕
三
・
砂
野
耕
一

詔
経
済
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
オ
フ
ィ
ス
レ
デ
ィ

弘
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
／
諸
岡
博
熊

諏
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
神
戸
⑥
加
藤
汽
船
の
巻

春
木
一
夫
・
た
か
は
し
も
う

蛇
連
載
マ
ン
ガ
／
傘
②
岡
田
淳

坐
神
戸
の
ア
ー
・
ハ
ン
デ
ザ
イ
ン
／
水
谷
頴
介

神
戸
の
モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
／
チ
ー
ム
Ｕ
Ｒ

“
Ｑ
ｚ
同
旨
少
⑳
／
淀
川
長
治

蛤
動
物
園
飼
育
日
記
⑳
／
亀
井
一
成

艶
神
戸
の
集
い
か
ら

弘
百
店
会
だ
よ
り

碗
神
戸
カ
メ
ラ
ル
ポ
／
あ
る
日
あ
る
時
・
奈
良
勝
彦

銘
弔
○
詞
弓
綜
○
○
侭
／
福
富
芳
美

Ⅶ
海
特
集
②
座
談
会
／
瀬
戸
内
は
招
く
山
本
芳
樹

西
尾
牧
夫
・
松
木
哲
・
枝
光
良
之
・
小
幡
啓
子

躯
リ
ラ
ッ
ク
ス
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑦

宮
本
直
介
・
中
山
正
治
き
く
人
・
向
井
修
二

船
光
の
環
境
・
窟
現
代
の
空
間
展
か
ら

鵠
神
戸
遊
戯
誌
⑳
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
八
３
Ｖ
青
木
重
雄

鋤
マ
ダ
ム
・
ド
・
コ
ウ
・
へ
⑦
／
ス
テ
グ
マ
ィ
ャ
ー
夫
人

竹
田
洋
太
郎

船
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
花
時
計

血
連
載
物
語
第
十
回
・
非
悪
童
物
語
／
足
立
巻
一

ｍ
連
載
小
説
／
兵
庫
の
女
八
一
一
十
九
回
Ｖ
武
田
繁
太
郎

”
こ
う
べ
・
ろ
ま
ん
⑦
／
有
馬

文
・
陳
舜
臣
カ
メ
ラ
・
緒
方
し
げ
を

カ
メ
ラ
／
米
田
定
蔵

レ
イ
ア
ウ
ト
・
カ
ッ
ト
／
港
野
千
穂

４
．

”

鱗

鍵
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一世界の人々に愛される
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神戸：元町店ＴＥＬ⑬００７２
東京：スキヤ橋店ＴＥＬ< 5 7 1 > 8 0 3 2

電・神戸（0 7 8 ）３３－８１２１（大代）

ｰ

DAIMARU'SNEWFRONTlER陰

おかげさまで《外装》が
美しく生まれかわりました
店内もより若々しい魅力
づくりをいたしました

北村真珠株式会社
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菊地吉雄

の意見
|‐‐‐

１
１３
１

』

汐

最大限の利用価値の
あるポートアイランドに

ｌ
ポ
‐
Ｉ
ア
イ
ラ
ン
ド
建
設
に
つ
い
て
、
ひ
と
こ
と
：
…
謡
．

「
今
ま
で
の
第
四
工
区
ま
た
は
三
宮
の
市
街
地
改
造
な
ど
み
て

も
、
学
者
と
当
局
だ
け
で
青
写
真
を
作
成
し
て
か
ら
『
こ
う
い
う

の
を
造
り
ま
す
』
と
い
う
こ
と
で
、
初
め
て
利
用
者
に
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
だ
か
ら
、
プ
ラ
ニ
ン
グ
の
段
階
で
は
、
利
用
者
は
つ
ん

ぼ
さ
じ
き
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ポ
ー
ト
・
ア
イ
雷
ン

ド
計
画
で
は
、
最
初
は
、
企
画
委
員
会
が
学
者
と
役
人
と
だ
け
で

組
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
は
業
者
の
意
見
が
反
映
し
な
い

と
い
う
こ
と
を
強
く
提
言
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
海
運
。
倉
庫
・
貿

易
の
業
者
の
代
表
が
入
り
、
話
し
合
い
を
し
て
、
プ
ラ
ン
を
た
て

る
方
向
へ
も
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

４
ヶ

ポ
ー
ト
・
ア
イ
ラ
ン
ド
に
は
、
相
当
数
の
港
湾
関
係
の
入
念
が

侭
却

住
み
、
学
校
や
、
公
園
も
で
き
ま
す
。
場
所
が
場
所
だ
け
に
、
市

民
に
潤
い
が
あ
る
よ
う
に
考
え
、
そ
う
い
う
観
点
に
重
点
を
お
い

て
一
つ
の
町
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
今
度
は
、
。
葉

う
い
う
業
者
の
意
見
を
反
映
し
、
完
成
後
の
設
備
を
最
大
限
に
利

用
で
き
る
方
向
に
も
っ
て
ゆ
か
ね
ば
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
よ
」

ｌ
神
戸
港
に
対
し
て
、
ご
希
望
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
、

「
神
戸
の
繁
栄
策
と
し
て
の
神
戸
港
に
つ
い
て
考
え
た
場
合
、
例

え
ば
、
海
上
保
安
庁
の
船
を
利
用
し
て
、
港
を
ま
わ
る
と
い
う
サ

ー
ビ
ス
を
し
て
、
神
戸
の
港
の
Ｐ
Ｒ
を
す
れ
ば
、
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
特
に
、
修
学
旅
行
の
中
・
高
校
生
が
喜
ぶ
と
思
う
の
で
す
が

…
．
：
。
ギ
ブ
．
ア
ン
ド
・
テ
ー
ク
の
精
神
で
Ｐ
Ｒ
を
し
な
く
て
は
。

日
本
人
は
Ｐ
Ｒ
の
仕
方
が
ど
う
も
、
下
手
で
す
ね
。

わ
た
し
た
ち
も
去
年
、
開
港
百
年
祭
を
記
念
す
る
た
め
、
神
戸

船
主
会
が
何
か
記
念
事
業
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
色

々
と
案
を
出
し
た
の
で
す
が
、
お
流
れ
に
な
り
、
や
っ
と
、
今
年
一

月
に
、
神
戸
灯
台
に
、
前
衛
書
道
家
・
長
浜
光
さ
ん
の
『
神
戸

港
』
と
書
い
た
、
ス
テ
ン
レ
ス
の
額
を
か
け
る
こ
と
が
実
現
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
世
界
で
初
め
て
の
こ
と
だ
し
、
神
戸
の
Ｐ
Ｒ
に
な

る
の
だ
け
れ
ど
、
公
に
報
道
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
神
戸
港
の

発
展
の
た
め
に
も
、
神
戸
市
当
局
は
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
よ
」

< 東和汽船ＫＫ社長＞
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ら
伊
産
敷
港
へ
着
い
た
。
バ
ス
で
大
泊

へ
、
車
中
私
の
近
く
の
席
で
話
し
合
っ

て
い
る
土
地
の
老
人
三
人
の
話
の
内
容

は
半
分
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
老
人
た

ち
も
終
点
の
大
泊
に
着
く
ま
で
に
下
車

し
て
し
ま
い
、
残
っ
た
の
は
、
私
と
同

じ
よ
う
な
リ
ュ
ッ
ク
を
持
っ
た
中
年
の

人
と
私
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
絵

を
描
く
人
で
は
な
い
ら
し
い
が
、
話
し

相
手
が
欲
し
か
っ
た
も
の
だ
か
ら
何
と

な
く
親
し
く
な
っ
た
。
大
泊
で
下
車
し

て
か
ら
二
人
が
か
り
で
よ
う
や
く
た
ず

ね
出
し
た
漁

師
の
家
で
泊

め
て
も
ら
う

こ
と
が
出
来

た
。通

さ
れ
た

二
階
の
部
屋

は
六
畳
と
四

畳
半
、
そ
の

部
屋
か
ら
は

海
は
見
え
な

い
が
、
磯
の

香
り
が
強
く

匂
っ
て
く

る
。
漁
師
の

お
か
承
さ
ん

が
持
っ
て
上

が
っ
て
く
れ

た
番
茶
で
や

っ
と
落
ち
つ

く
こ
と
が
で

き
た
。

洋
画
家

十
年
ほ
ど
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
か
、

九
州
の
最
南
端
、
大
隅
半
島
の
佐
多
岬

へ
ス
ケ
ッ
チ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

指
宿
に
近
い
山
川
港
か
ら
船
で
一
時

間
、
秀
麗
な
開
聞
岳
を
右
舷
に
見
な
が

■
随
想
三
題
■

佐
多
岬
の
蝿

桝
井
一
夫
八
カ
ッ
ト
も
Ｖ

燕紗.’
ヂ

。
§

1５

連
れ
の
人
は
さ
っ

ら
試
験
管
や
紙
コ
ツ

し
て
い
る
。
ど
れ
も

品
物
ば
か
り
だ
が
、

い
て
驚
い
た
。
そ
の

助
教
授
の
Ａ
先
生
で

ま
で
狸
為
蝿
の
採
集

っ
た
。「

今
か
ら
そ
の
蝿

す
が
、
一
緒
に
行
き

き
な
私
が
そ
ん
な
誘

な
い
。
海
岸
に
ほ
ど

い
風
の
あ
た
ら
ぬ
よ

木
の
枝
に
、
腐
っ
た

紙
コ
ッ
プ
を
ぶ
ら
下

い
。
た
そ
が
れ
時
に

バ
ナ
ナ
の
匂
い
に
つ

コ
ッ
プ
の
中
へ
入
っ

夜
明
け
前
に
Ａ
先

の
採
集
に
出
か
け
た
｜

た
紙
コ
ッ
プ
に
静
か

ら
、
「
そ
－
と
取
っ

よ
い
」
と
教
え
ら
れ

げ
る
こ
と
は
知
っ
て

げ
る
こ
と
は
知
ら
な

い
え
ば
、
昔
、
丸
い

の
蝿
取
器
で
そ
ん
な

試
験
管
が
先
に
さ
し

じ
よ
う
ご

ス
の
漏
斗
の
よ
う
な

て
が
い
、
上
を
む
け

の
ふ
ち
を
軽
く
た
た

ひ
と
り
で
に
試
験
管

で
く
れ
る
。

こ
う
し
て
五
十
個 っ

そ
く
リ
ュ
ッ
ク
か

ツ
プ
な
ど
を
取
り
出

も
私
に
は
縁
の
な
い

、
い
ろ
い
ろ
話
を
聞

の
方
は
東
大
理
学
部

で
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
こ

集
に
来
ら
れ
た
の
だ

個
の
紙
コ
ッ
プ
を
つ

蝿
を
採
集
に
行
き
ま

き
ま
せ
ん
か
」
物
好

誘
い
を
断
る
は
ず
が

ど
近
く
、
あ
ま
り
強

よ
う
な
山
あ
い
の
立

た
バ
ナ
ナ
を
入
れ
た

卜
げ
て
お
け
ぱ
よ

に
な
る
と
、
腐
っ
た

つ
ら
れ
て
、
こ
の
紙

っ
て
く
る
そ
う
だ
。

先
生
に
起
さ
れ
、
蝿

た
。
昨
日
釣
り
下
げ

か
に
近
づ
い
て
か

つ
て
う
つ
む
け
る
と

れ
た
。
蝿
は
上
へ
逃

て
い
て
も
、
下
へ
逃

な
い
ら
し
い
。
そ
う

い
形
を
し
た
ガ
ラ
ス

な
も
の
が
あ
っ
た
。

し
こ
ん
で
あ
る
ガ
ラ

な
も
の
を
下
か
ら
あ

け
て
か
ら
紙
コ
ッ
プ

た
く
と
、
中
の
蝿
は

管
の
中
へ
飛
び
こ
ん
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山
口
篤
利

神
戸
商
船
大
学
教
授

ぎ
つ
ぎ
採
集
し
て
行
っ
た
。

宿
へ
帰
り
朝
食
を
す
ま
し
て
か
ら
、

採
集
し
た
蝿
の
整
理
に
か
か
ら
れ
た

が
、
目
的
の
狸
を
蝿
以
外
の
昆
虫
類
は

全
部
捨
て
ら
れ
、
狸
々
蝿
だ
け
を
ピ
ン

セ
ッ
ト
で
う
ま
く
つ
ま
承
出
し
、
・
ハ
ナ

ナ
を
入
れ
た
別
の
試
験
管
の
中
へ
十
匹

単
位
に
つ
ぎ
つ
ぎ
と
入
れ
、
小
さ
い
空

気
抜
き
の
穴
が
い
く
つ
か
空
け
て
あ
る

木
栓
で
つ
め
を
し
て
ゆ
か
れ
る
。
そ
の

う
ち
に
、
「
お
お
、
い
た
！
い
た

！
」
私
が
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
の
大

声
を
あ
げ
ら
れ
た
。
「
桝
井
さ
ん
、
よ

く
見
て
ご
ら
ん
、
ほ
か
の
狸
々
蝿
と
頭

の
と
こ
ろ
の
色
が
少
し
ち
が
う
で
し
ょ

う
。
ち
ょ
っ
と
黒
み
が
か
っ
て
い
る

し
、
身
体
も
や
や
大
き
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
琉
球
の
狸
々
蝿
で
す
。
こ
の
狸

為
蝿
が
取
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。
ひ
ょ

っ
と
し
た
ら
佐
多
岬
あ
た
り
ま
で
来
て

い
る
か
も
わ
か
ら
な
い
と
思
っ
た
私
の

予
感
が
的
中
し
た
の
で
す
。
こ
の
一
匹

を
採
集
し
た
だ
け
で
、
は
る
ば
る
東
京

か
ら
や
っ
て
来
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し

た
」
「
こ
ん
な
小
さ
い
蝿
が
、
琉
球

あ
た
り
か
ら
ど
う
し
て
飛
ん
で
く
る
ん

で
す
か
」
「
船
に
積
承
こ
む
荷
物
に
つ

い
て
や
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
」
「
ど
う

し
て
こ
ん
な
狸
々
蝿
を
採
集
さ
れ
る
ん

で
す
か
」
「
狸
々
蝿
と
い
う
奴
は
、
十
日

目
ぐ
ら
い
で
子
を
生
承
、
そ
の
子
が
十

日
ほ
ど
た
て
ば
ま
た
子
を
生
承
、
そ
の

子
が
ま
た
十
日
ほ
ど
た
て
ば
ま
た
子
を

生
む
と
い
う
具
合
で
、
一
カ
月
間
に
三

岨

■

ア
メ
リ
カ
大
陸
の
西
岸
を
北
は
カ
ナ

ダ
か
ら
南
は
チ
リ
ー
ま
で
の
南
米
西
岸

航
路
の
船
長
と
し
て
、
一
航
海
だ
け
で

船
員
生
活
に
終
り
を
つ
げ
大
学
の
教
壇

に
立
つ
は
め
と
な
り
十
年
を
経
過
し

代
の
遺
伝
の
観
察
研
究
が
出
来
る
わ
け

で
す
」
今
朝
の
採
集
で
琉
球
の
狸
食
蝿

が
三
匹
と
れ
た
。
そ
の
三
匹
を
貴
重
な

宝
石
の
よ
う
に
、
慎
重
に
試
験
管
の
中

へ
入
れ
て
お
ら
れ
る
先
生
の
顔
は
底
抜

け
に
明
る
く
輝
い
て
い
た
。

蝿
ば
か
り
見
て
い
て
も
、
自
分
の
絵

は
ち
っ
と
も
出
来
な
い
の
で
佐
多
岬

へ
灯
台
を
描
き
に
出
か
け
た
。
絵
を
描

き
な
が
ら
も
、
一
匹
の
蝿
を
求
め
て
、

は
る
ば
る
東
京
か
ら
こ
の
佐
多
岬
ま
で

や
っ
て
来
ら
れ
た
一
科
学
者
の
情
熱
に

は
ほ
と
ほ
と
感
腹
し
た
。
仕
事
へ
の
情

熱
と
い
う
も
の
が
、
ど
ん
な
も
の
で
あ

る
か
と
い
う
こ
と
を
、
今
日
こ
の
目
で

は
っ
き
り
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
よ

う
な
気
が
し
た
。
地
球
が
球
体
で
あ
る

と
い
う
こ
と
の
実
証
を
、
こ
こ
佐
多
岬

の
岩
頭
の
一
角
に
立
っ
て
初
め
て
自
分

の
目
で
確
か
め
ら
れ
た
よ
う
に
。

そ
し
て
私
は
、
大
平
洋
の
青
い
海
を

バ
ッ
ク
に
し
た
白
い
灯
台
の
姿
が
こ
ん

な
に
美
し
く
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
な
か

っ
た
。

船
員
と
趣
味

た
。
私
に
は
未
練
の
多
い
航
路
で
あ
っ

た
の
だ
が
、
「
自
分
の
職
業
以
外
に
何

か
趣
味
を
も
て
、
し
か
も
船
員
で
な
け

れ
ば
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
を
。
月
給

を
と
る
だ
け
の
船
員
生
活
で
は
つ
ま
ら

な
い
、
き
っ
と
あ
き
が
く
る
」
と
学
生
に

説
く
私
で
あ
る
。
航
海
ご
と
に
研
究
テ

ー
マ
を
選
び
そ
れ
に
熱
中
す
る
と
き
船

員
と
し
て
の
喜
び
を
感
じ
る
。
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
も
よ
い
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
し
、
ユ

ダ
ヤ
問
題
か
ら
碁
や
写
真
の
研
究
と
次

々
に
テ
ー
マ
は
変
る
。
南
米
西
岸
航
路

で
は
イ
ン
カ
の
研
究
で
あ
る
。
内
地
出

港
前
イ
ン
カ
に
関
す
る
資
料
を
探
し
求

め
た
が
満
足
で
き
る
も
の
は
な
か
っ

た
。北

太
平
洋
航
行
中
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
短
波
放

送
が
。
へ
ル
ー
政
府
は
東
大
の
泉
靖
一
先

生
に
墓
地
発
掘
の
許
可
を
与
え
た
と
報

じ
た
。
・
ハ
ン
ク
ー
バ
ー
に
入
港
す
る
と

さ
っ
そ
く
リ
マ
駐
在
員
に
手
紙
を
書
き

泉
先
生
と
の
面
接
の
斡
旋
を
依
頼
し

た
。
プ
レ
ス
コ
ッ
ト
の
著
書
で
あ
る
．
へ

ル
ー
征
服
や
そ
の
他
の
洋
書
も
入
手
で

き
た
。
そ
の
日
か
ら
受
験
学
生
の
よ
う

に
、
こ
れ
ら
の
本
を
訳
す
こ
と
が
日
課

と
な
っ
た
。
ペ
ル
ー
入
港
ま
で
に
イ
ン

カ
に
関
す
る
漠
然
と
し
た
知
識
が
あ
る

程
度
系
統
だ
て
て
整
理
さ
れ
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ペ
ル
ー
の
カ
ャ
オ
に
入
港
す
る
と
泉

先
生
夫
妻
は
ク
ス
コ
か
ら
飛
行
機
で
か

け
つ
け
、
リ
マ
の
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ル

会
社
重
役
の
高
橋
さ
ん
と
共
に
訪
船
さ

1６
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海
「
海
」
と
い
う
題
を
出
さ
れ
る
と
、

昔
入
試
で
「
或
る
日
」
と
い
う
作
文
に

隣
席
の
中
国
留
学
生
が
太
陽
の
こ
と
を

書
い
て
い
た
の
に
合
格
し
て
い
た
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
、
私
も
同
じ
よ
う
な
見

当
違
い
の
答
案
を
書
い
て
み
た
く
な
っ

た
。山

国
に
生
ま
れ
物
心
が
つ
い
て
は
じ

め
て
海
と
い
う
も
の
を
見
た
驚
き
と

喜
び
と
は
、
ど
ん
な
も
の
か
と
思
わ
れ

る
が
、
兵
庫
の
港
町
で
生
ま
れ
た
私
は

不
幸
に
も
そ
れ
を
知
ら
な
い
。
幼
い
頃

博
覧
会
の
世
界
一
周
船
に
乗
っ
て
紅
海

ス
エ
ズ
運
河
を
経
て
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
か

直
木
太
一
郎

神
港
倉
庫
Ｋ
Ｋ
社
長

れ
た
。
そ
し
て
久
し
ぶ
り
の
日
本
食
と

灘
の
特
級
酒
で
故
国
を
し
の
び
つ
つ
先

生
に
イ
ン
カ
文
明
研
究
の
手
ほ
ど
き
を

教
わ
っ
た
。
そ
の
と
き
高
橋
さ
ん
か
ら

チ
ャ
ン
カ
イ
で
発
掘
し
た
ん
だ
と
い
う

イ
ン
カ
の
陶
器
の
壷
を
い
た
だ
い
た
。

復
航
再
び
寄
港
し
た
と
き
高
橋
さ
ん

の
案
内
で
、
い
ま
だ
に
妖
気
の
漂
う
イ

ン
カ
の
墓
地
で
数
百
年
前
の
織
物
道
具

箱
や
糸
巻
き
、
織
り
か
け
て
い
る
布
な

ど
を
発
掘
し
た
。
船
員
生
活
の
終
止
符

は
イ
ン
カ
に
関
す
る
研
究
を
未
完
成
の

ま
ま
に
し
て
い
る
。
未
練
が
残
っ
て
な

ら
な
い
。

ら
マ
ル
セ
イ
ユ
へ
と
連
れ
て
行
か
れ
た

時
の
、
．
〈
ノ
ラ
マ
に
描
か
れ
て
い
た
風

物
と
、
ザ
ー
ッ
と
い
う
波
の
擬
音
が
い

ま
だ
に
忘
れ
ら
れ
ず
に
い
る
。
大
学
へ

入
っ
た
頃
、
毎
日
新
聞
が
「
五
十
年
後

の
太
平
洋
」
と
い
う
懸
賞
論
文
を
募
集

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
当
選
一

席
は
、
滑
る
よ
う
に
太
平
洋
上
を
走
る

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
に
ま
さ
る
豪
華
船
の

サ
ロ
ン
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
、
珍
ら

し
い
酒
食
、
そ
れ
に
教
養
高
き
美
男
美

女
を
そ
ろ
え
た
。
ハ
ー
テ
ィ
の
有
様
を
描

写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
三
十
年
も
へ
だ
た
っ
て
い

な
い
十
余
年
前
の
私
の
世
界
一
周
で
も

も
う
太
平
洋
は
鹿
の
子
雲
の
は
る
か
下

に
、
大
西
洋
は
バ
ラ
色
の
雲
の
彼
方
に

そ
し
て
地
中
海
、
印
度
洋
な
ど
す
べ
て

飛
行
機
の
窓
か
ら
見
お
ろ
し
た
だ
け
で

水
に
浮
か
ん
だ
の
は
ス
イ
ス
の
湖
上
の

遊
覧
船
た
だ
一
つ
で
あ
っ
た
。
今
な
ら

ジ
ェ
ッ
ト
機
で
ア
ッ
と
い
う
間
に
太
平

洋
を
越
え
て
し
ま
う
。
五
十
年
の
歳
月

と
い
う
も
の
は
、
い
か
に
想
像
に
絶
す

る
大
変
化
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
か

ま
っ
た
ぐ
恐
ろ
し
い
気
が
す
る
。

か
く
て
今
日
の
宇
宙
開
発
な
ど
一
旦

人
間
の
頭
の
中
に
生
ま
れ
た
希
望
は
、

ど
ん
な
に
荒
唐
無
稽
の
も
の
で
も
そ
の

意
志
さ
え
あ
る
な
ら
、
歳
月
を
経
る
と

い
つ
か
は
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
と
い

う
実
感
と
と
も
に
、
ま
た
、
只
今
流

行
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
に
、
役
人
と

学
者
が
何
年
か
先
の
こ
と
を
、
現
在
の

感
覚
と
基
盤
と
の
上
に
科
学
的
と
う
た

っ
て
計
画
発
表
し
て
い
る
無
駄
骨
折
り

の
空
し
さ
を
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。

マ
ク
ナ
マ
ラ
国
防
長
官
の
電
子
計
算
機

に
よ
る
精
密
な
作
戦
が
、
ベ
ト
ナ
ム
に

お
い
て
あ
の
よ
う
に
失
敗
し
た
の
も
、

計
算
す
る
ご
と
の
で
き
な
い
人
間
の
意

志
と
い
う
も
の
を
失
念
し
て
い
た
結
果

で
は
な
か
ろ
う
か
。

案
の
定
、
だ
い
ぶ
ん
脱
線
し
た
が
、

「
寄
せ
返
る
神
代
な
が
ら
の
浪
の
音
」

と
う
た
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
海
は
太

古
か
ら
永
遠
に
そ
の
ま
ま
動
き
続
け
て

い
る
。
海
は
地
球
の
大
半
を
占
め
て
、

い
た
る
所
に
そ
の
種
々
様
々
な
姿
を
見

せ
て
い
る
。
私
の
愛
読
し
て
い
る
雑
誌

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
」

に
は
い
つ
も
す
ば
ら
し
い
カ
ラ
ー
で
世

界
各
所
の
海
が
、
そ
の
海
底
深
く
ま
で

美
し
く
写
し
出
さ
れ
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
た
と
え
そ
れ
ら
の
一
つ
を
も
自
分

の
体
験
で
探
り
得
な
い
と
し
て
も
、
見

て
い
る
だ
け
で
、
ベ
ト
ナ
ム
や
安
保
の

問
題
な
ど
ど
こ
か
へ
け
し
と
ん
で
し
ま

う
。
そ
し
て
無
数
の
生
命
が
そ
こ
に
生

ま
れ
、
流
れ
て
去
っ
て
行
く
厳
粛
な
自

然
の
実
相
に
没
入
し
て
我
を
忘
て
し
ま

う
。
こ
ん
な
楽
し
み
を
覚
え
て
し
ま
っ

た
私
は
、
サ
イ
ケ
デ
リ
ッ
ク
と
い
わ
れ

る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
ど
う
し
て
も
皆
さ

ん
を
こ
ん
な
海
の
神
秘
の
中
に
引
き
入

れ
て
し
ま
い
た
い
と
い
う
衝
動
を
押
え

切
れ
な
い
の
で
あ
る
。１

１７
１

－１
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書
道
グ
ル
ー
プ

″
鳳
美
社
〃

鍵

雑
誌
「
オ
ー
ル
関
西
」
に
、
足
立
巻

一
氏
が
、
関
西
女
人
伝
を
連
載
。
昨
年

九
月
号
に
、
女
流
書
家
〃
望
月
美
佐
さ

ん
″
を
魅
力
あ
る
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
書
家
と

そ
の
活
躍
ぶ
り
を
紹
介
し
た
。

そ
れ
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
「
承

だ
れ
髪
」
で
与
謝
野
晶
子
、
山
川
登
美

子
役
の
手
を
望
月
さ
ん
が
演
じ
て
、
扉

風
や
短
冊
な
ど
に
、
二
役
の
書
を
代
筆

し
た
こ
と
か
ら
注
目
さ
れ
、
め
ざ
ま
し

い
動
き
を
み
せ
は
じ
め
た
か
ら
で
あ

る
。こ

と
に
書
の
世
界
に
入
っ
て
加
年
目

を
期
し
て
、
昨
秋
ｍ
月
に
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
「
鳳
美
社
」
の

発
会
式
は
、
望
月
さ
ん
と
そ
の
門
下
生

の
書
道
に
か
け
る
気
構
え
を
承
せ
た
感

が
あ
っ
た
。
望
月
さ
ん
は
常
に
「
書
が

書
け
る
と
い
う
技
術
だ
け
の
人
間
で
は

な
く
、
書
を
通
じ
て
の
人
間
形
成
を

☆
あ
る
集
い
☆

そ
の
足
あ
と

せ
、
一
回
は
大
き
な
字
を
手
本
な
し
で

か
か
せ
る
。
そ
の
と
き
は
創
作
を
重
ん

じ
る
。
一
回
は
、
四
年
生
以
上
は
、
学
校

で
習
う
こ
と
を
練
習
。
一
回
は
詩
と
作

文
を
エ
ン
ピ
ッ
で
か
か
せ
さ
ら
に
創
作

し
た
詩
と
作
文
を
習
字
で
と
り
く
む
。

そ
う
す
る
と
子
供
た
ち
は
楽
し
ゑ
な
が

ら
、
精
神
を
集
中
し
て
書
に
あ
た
り
、

の
び
や
か
に
個
性
を
発
揮
し
て
ゆ
く
そ

う
だ
。幹

部
の
な
か
に
は
、
日
展
へ
の
入
選

者
、
日
本
書
芸
院
の
無
監
査
、
ま
た
、

関
西
女
流
展
の
審
査
員
、
依
嘱
無
監
査

の
人
々
が
、
数
名
に
の
ぼ
る
。

近
く
東
京
新
宿
の
紀
国
屋
書
店
主
催

の
紀
国
屋
講
座
で
月
に
二
回
教
え
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
社
長
の
田
辺
茂
一

さ
ん
が
、
ぜ
ひ
に
と
招
か
れ
た
そ
う
で

あ
る
。幹

部
の
女
性
は
「
望
月
先
生
の
魅
力

は
、
人
間
的
な
豊
か
さ
と
向
上
心
が
強

い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
に
女
だ

な
あ
と
感
じ
る
女
ら
し
さ
も
魅
力
」
・

男
性
は
「
先
生
の
先
生
ぜ
ん
と
し
な
い

と
こ
ろ
が
い
い
」
と
語
る
。
望
月
美
佐

さ
ん
の
、
書
に
賭
け
る
姿
勢
に
、
門
下

生
が
ひ
き
こ
ま
れ
て
書
道
に
は
げ
む
姿

は
、
「
鳳
美
社
」
の
充
実
ぶ
り
を
し
め

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

★
鳳
美
社
書
道
教
室
☆

②
火
・
土
（
毛
筆
）
木
（
・
ヘ
ン
字
）

尼
崎
市
文
化
会
館
尼
崎
昭
和
通
二
丁
目
七
三

電
話
（
“
）
（
四
八
一
）
一
一
一
一
一
一
五
○
・
一
一
四
二
三

火
・
土
（
四
○
一
）
九
一
○
六

②
月
曜
日
阪
急
塚
口
☆
総
合
芸
術
学
院

③
金
曜
日
神
戸
市
兵
庫
区
氷
室
町
ノ
型

（
斑
）
七
○
八
四

1８

は
か
り
た
い
」
と
い
う
信
念
を
も
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
晩
ど
ま
り

の
練
成
会
も
や
る
が
、
講
師
を
二
月
に

一
度
ま
ね
い
て
講
議
を
聞
く
。
阪
本

勝
氏
に
は
「
心
の
美
」
に
つ
い
て
、
津

高
和
一
氏
は
「
線
の
芸
術
」
に
つ
い

て
、
続
い
て
、
足
立
巻
一
、
陳
舜
臣
氏
な

ど
、
神
戸
の
文
化
人
の
話
を
吸
収
す
る
。

毎
月
、
第
三
日
曜
日
は
、
阪
口
保
氏
を

招
い
て
〃
万
葉
″
の
古
典
文
学
の
研
究

会
。
三
カ
月
に
一
度
は
四
国
金
比
羅
宮

の
喜
田
谷
苑
氏
を
を
よ
ん
で
蒙
刻
蒙
書

を
習
い
、
書
に
深
み
を
出
そ
う
と
努
力

す
る
な
ど
巾
の
あ
る
勉
強
ぶ
り
だ
。

門
下
生
は
二
百
名
。
職
業
は
さ
ま
ざ

ま
だ
が
、
４
才
児
ぐ
ら
い
か
ら
興
味
が

あ
る
と
い
う
望
月
さ
ん
は
、
子
供
の
習

字
に
も
力
を
そ
そ
い
で
い
る
。
そ
の
方

法
も
ち
ょ
っ
と
か
わ
っ
て
い
て
、
一
カ

月
四
回
の
習
字
を
一
回
は
手
本
を
か
か

（
グ
ラ
ビ
ャ
９
頁
参
照
）
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